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小高ファーム・トム・アグリテック株式会社

若手次世代農業パイロット事業

南相馬の大地から、

新しい風を！



わたし達の想い
福島県の南相馬は震災後、 時が止まっていましたが、今、再び米作りを開始します。
南相馬には「美味しい米」を作るノウハウがあり、それは貴重な地域の財産です。

南相馬の米作りは、南相馬に合った土があり、稲があり、人がいます！
この大地をもう一度耕し、稲を植え、収穫の喜びと収益をもたらす活動を再開致します。

フクシマの土
南相馬の水田は震災後、休耕田になったままでした。長い間米作りを行って来なかった「水田」 はもう一度「米作りに合った
土づくり」から始めなければなりません。今回「育苗培土」事業を開始し、この地に合った「苗」と「土」を研究開発し、「南
相馬の土」を不死鳥のように蘇らせる事業を我が社は始めます。

フクシマの人
フクシマには人財が豊富にいます。今はそれぞれ離れ離れになっている人もいますが、フクシマがもう一度米作りを開始したら
必ず戻ってくるでしょう…それは福島県人の帰巣本能であり、新しい米作りにより雇用が拡大し、人が集まる南相馬にします。

フクシマの利
フクシマの米作りで利益が出れば地域経済は発展します。やはり南相馬は「米作りで生き残る道が一番」なのです。我が社は
「米作りによる」新しいビジネスモデル開発に取組みます。「培土（培養土）」と「育苗（水稲用の苗）」の製造販売事業、そ
れに休耕田の稲作事業を開始することが我が社の新しいビジネスモデルであり、フクシマに利益をもたらす源泉となります。
「稲作による利益の循環システム」・・・新しいフクシマの復興ビジネス展開が始まります！
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●南相馬において新しい６次化のビジネスモデルを目指します！
～「土・苗作り」から「稲作・収穫」、「乾燥・貯蔵」「精米」「販売」までの一環農業生産～

③収穫・乾燥事業
（ライスセンター等）

②稲作営農事業①育苗培土事業
（育苗培土製造販売）

⑤「業務米」販売事業
（物流・配送センター）

④精米事業
（精米工場等）

2019年からの農業開始事業
①大規模農地集約による次世代先端農業パイロット事業（ドローン、無人トラクター、ハウス園芸等）
②減化学肥料-減農薬による水稲栽培プロジェクト
③女性主役の農業クルー（農業従事者）による省力化-省人農業ビジネスのパイロットファーム
④GAP認証取得を開始（2019年～2020年）



南相馬市へのUターンのきっかけ！
TOMアグリテック 代表 富田雄介

北海道・苫小牧で運送業に従事していましたが、2012年長男誕生
をきっかけにUターンを決意しました。
東日本大震災（2011年）でダメージを受けた故郷を思い、長男に
は南相馬市から名前を取り「颯馬（そうま）」と名付けました。
両親が農業を再生しようとしている姿を見て次に繋げる責任を感じ、
北海道生まれの妻と共に南相馬で新しい人生を再出発することにし
ました。
南相馬は北海道に比べて温暖な気候で年間を通して作業しやすい環
境があり、とても魅力ある土地だと思いました。

企 業 理 念
１．新しい技術を導入した農業ビジネスを目指す。
２．農業を通じて地域活性に貢献する。
３．女性も活躍できる農業ファームを目指す。
４．安全と品質・低コストを追求する。

中 期 経 営 ビ ジ ョ ン

～多角的農業ビジネス～

育苗培土事業 営農事業

新農業機器事業農産物販売事業

事 業 内 容

①多角的事業による収益拡大
②働きやすい職場づくり
（週40時間、週休２日制の導入）

TOMアグリテック 農業と福祉の連携事業

営農事業 農産物販売事業育苗培土事業 新農業機器事業

水稲栽培
（目標100ha）

小麦栽培
花卉栽培

米穀集荷
米穀販売

（玄米・精米）
直営精米工場

水稲培土製造販売
園芸培土製造販売
水稲用苗生産販売

ハウス施工請負

ドローン活用事業



私たちは「ビジネスパートナー」を求めています。

当社への視察
お問い合わせ 090-4880-1759 平日：9：00～17：00（土・日・祝、年末年始除く）

担当：富田

info@tom-agritech.co.jp 0244-25-2351

社 員 募 集
●新しい農業ビジネスに参画したい女性・男性（年齢・性別・経験不問） お気軽にお問い合わせください。

2019.03.300

自動車：常磐自動車道南相馬IC▶県道34号約11km
電車：JR常磐線▶小高駅からタクシー利用約５km

ニセコ町等

南相馬市長岡市

東京

会 社 概 要

（１）農業産地と連携・・・①北海道（ニセコ町等） ②宮城県（登米市等） ③福島県（南相馬市等）
（２）米卸売り業者との連携・・・①大手米穀商社 ②中堅米穀卸売業等
（３）販売先との連携・・・①外食チェーン ②量販店等
（４）農業先端技術機関との連携・・・①農業機械メーカー ②インターネット関連事業者

登米市等

アクセス

TOMアグリテッククラブの組織化 ①業務用事業者ネットワーク ②個人消費者ネットワーク

①株式会社 日本コンサルタントグループ ホームページ▶https://www.niccon.co.jp
②AGURI DESIGN COMPANY株式会社：農業指導
③公益社団法人 日本技術士会 登録 食品技術士センター

http://tom-agritech.co.jp
メール FAX

ホームページ

業 務 連 携 体 制

法人名：小高ファーム・トム・アグリテック株式会社
資本金：5,000,000円
役 員：会長 富田秀雄

社長 富田雄介
創 立：2018年1月
所在地：

＜技術支援体制＞

本部（小高農場）：〒979-2171 福島県南相馬市小高区北鳩原字仲内５番地
TEL（0244）44-3787 FAX（0244）25-2351

原町事業所 ：〒975-0061 福県県南相馬市原町区大木戸字南東方90-10
TEL（0244）25-2340

福島市 南相馬市

南相馬IC

福島駅

郡山駅福島県

福島県

TOMアグリテック小高農場

原町事業所


